
『
医
事
溌
乱
解
』
な
る
書
物
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
見
う
け
ら
れ
る
が
、
こ
の

現
物
に
つ
い
て
の
紹
介
は
、
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

シ
ハ
ノ
Ｏ

こ
の
た
び
、
こ
れ
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
こ
こ
に
報
告
し
た
い
。

『
医
事
溌
乱
解
』
は
、
一
冊
（
表
紙
共
で
四
十
一
丁
）
の
写
本
で
あ

る
。
表
紙
に
「
医
事
溌
乱
解
全
」
と
あ
り
、
ま
た
「
渓
逸
人
著
」

と
巻
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
「
国
渓
逸
人
」

の
著
と
あ
る
が
、
実
物
を
見
て
み
る
と
、
「
国
」
と
読
ま
れ
て
い
る

一
字
分
は
大
き
な
黒
丸
で
塗
り
潰
さ
れ
て
お
り
、
判
読
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
「
渓
逸
人
著
」
と
し
て
お
く
。

本
書
は
、
題
名
か
ら
見
て
も
、
山
県
大
弐
（
一
七
二
五
’
一
七
六
七
）

の
『
医
事
溌
乱
』
と
な
ん
ら
か
の
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い

『
医
事
溌
乱
解
』
に
つ
い
て

和
田
耕

作

か
と
想
像
さ
れ
る
。

や
す
ち
か

と
こ
ろ
で
、
安
西
安
周
は
『
日
本
儒
医
研
究
』
（
昭
和
十
八
年
）
の

中
で
、
『
医
事
溌
乱
』
の
完
全
本
（
両
全
文
庫
本
・
山
形
大
弐
の
自
筆
稿

本
・
宝
暦
十
一
年
序
）
・
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
完
全
本
か

ら
主
要
な
章
を
選
び
再
編
集
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
、
多
数
知
ら

れ
て
い
る
『
柳
荘
先
生
医
事
溌
乱
正
篇
』
（
明
和
二
年
刊
）
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

『
医
事
溌
乱
解
』
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
安
西
安
周
が
紹
介
し

て
い
る
両
全
文
庫
本
の
章
名
と
完
全
に
一
致
し
、
ま
た
、
『
柳
荘
先

生
医
事
溌
乱
正
篇
』
の
内
容
と
も
全
く
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
は
、
『
医
事
溌
乱
』
完
全
本
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
た
だ
し
、
両
全
文
庫
本
に
あ
る
大
弐
の
自
序
は
な
い
。

で
は
な
ぜ
、
山
県
大
弐
の
著
者
で
あ
る
『
医
事
溌
乱
』
が
、
こ
の

よ
う
に
、
書
名
を
改
題
さ
れ
、
著
者
名
（
大
弐
の
名
）
を
隠
さ
れ
、

序
文
が
除
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
写
本
当
時
の
時
代

的
状
況
と
山
県
大
弐
の
思
想
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
い
え

、
Ｆ
｛
尹
局
ノ
○

さ
て
、
安
西
安
周
が
紹
介
し
た
極
め
て
貴
重
な
両
全
文
庫
本
『
医

事
溌
乱
』
の
所
在
は
、
現
在
明
ら
か
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
医
事
溌
乱
』
完
全
本
の
写
本
で
あ
る
『
医

事
溌
乱
解
」
の
資
料
的
価
値
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
今
後
、
大
弐

の
医
学
に
つ
い
て
論
ず
る
に
は
、
部
分
刊
本
の
『
柳
荘
先
生
医
事
溌

乱
正
篇
』
で
は
な
く
、
こ
の
完
全
本
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
山
県
大
弐
の
医
学
論
に
つ
い
て
は
、
『
医
事
溌
乱
解
』
の

本
文
を
十
分
に
検
討
し
、
別
の
機
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
医
学
書
院
）

「
近
代
日
本
の
医
学
」
（
阿
知
波
五
郎
著
、
昭
和
五
七
年
）
に
阿
知
波

先
生
が
鳥
取
市
川
端
三
丁
目
の
稲
村
三
伯
の
生
誕
地
を
訪
れ
ら
れ
、

生
誕
之
碑
、
略
歴
を
書
い
た
案
内
板
を
見
た
記
事
を
載
せ
て
お
ら
れ

る
。
そ
の
記
事
に
『
驚
い
た
こ
と
に
は
「
三
伯
稲
村
神
社
」
が
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
更
に
「
医
学
史
点

描
」
（
阿
知
波
五
郎
著
、
昭
和
六
一
年
）
に
『
川
端
町
三
丁
目
の
稲
村
三

伯
生
誕
地
を
訪
ね
る
。
近
所
の
人
も
よ
く
知
ら
な
い
。
や
っ
と
象
つ

か
っ
た
の
は
「
三
伯
稲
荷
神
社
」
と
い
う
祠
で
あ
る
。
三
伯
が
お
稲

荷
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
そ
の
お
稲
荷
さ
ん
の
入
口

に
等
身
大
よ
り
や
や
大
き
い
「
稲
村
三
伯
先
生
生
誕
之
地
」
の
石
の

指
標
が
立
っ
て
い
て
、
そ
の
反
対
側
に
、
。
ヘ
ン
キ
塗
り
の
「
稲
村
三

伯
先
生
略
歴
」
が
か
か
げ
て
あ
る
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
地
元
の
者
と
し
て
こ
の
「
三
伯
稲
荷
神
社
」
の
存
在
の
有

無
を
調
査
し
た
。
「
稲
村
三
伯
生
誕
之
地
」
の
石
碑
は
確
か
に
鳥
取

「
三
伯
稲
荷
神
社
」
に
つ
い
て

森

納
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